
こ
の
度
、
議
会
議
員
を
務
め

ら
れ
た
白
幡
正
弘
さ
ん

（
茶
屋
町
）
が
、
こ
れ
ま
で
の
功

績
が
称
え
ら
れ
、
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
幡
さ
ん
は
、
地
域
住
民
に

推
さ
れ
昭
和
54
年
に
余
目
町
議

会
議
員
に
初
当
選
。
同
58
年
4

月
ま
で
と
、
平
成
3
年
4
月
か

ら
合
併
後
の
同
18
年
6
月
ま
で

の
５
期
19
年
も
の
長
き
に
わ
た

り
務
め
ら
れ
、
町
の
振
興
と
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
余
目
町
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、
余

目
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員
な

ど
を
歴
任
し
、
高
い
識
見
を
発

揮
さ
れ
、
地
域
振
興
、
産
業
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
幡
さ
ん
は
、
「
議
員
時
代

は
、
常
に
社
会
的
弱
者
の
視
点

を
忘
れ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
が
、
大
変
う
れ
し
い
。

立
派
な
勲
章
と
賞
状
を
い
た
だ

き
、
最
高
の
気
持
ち
で
す
」
と

話
し
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
伺

う
と
「
町
の
賀
詞
贈
呈
事
業
の

条
例
は
、
自
分
が
議
員
時
代
に

議
会
で
可
決
さ
れ
た
。
現
在
88

歳
。
健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

１
０
０
歳
で
賀
詞
を
い
た
だ
く

こ
と
」
と
当
時
を
振
り
返
り
、

に
こ
や
か
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
商
金
山
牧
場
（
小
野
木
重

弥
社
長
）
が
、
こ
の
度
、

環
境
大
臣
表
彰
（
地
域
環
境
保

全
功
労
者
表
彰
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

大
商
金
山
牧
場
は
、
県
内
の

民
間
企
業
で
は
初
め
て
、
自
社

で
生
産
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
豚

で
あ
る
「
米
の
娘
ぶ
た
」
の
豚

糞
と
県
内
外
の
食
品
工
場
か
ら

排
出
さ
れ
る
食
品
廃
棄
物
を
活

用
し
た
循
環
型
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
事
業
を
平
成
30
年
に
開
始
。

ま
た
、
発
電
し
た
電
力
を
地
域

の
電
力
会
社
を
通
し
て
、
山
形

県
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
供
給

す
る
な
ど
再
エ
ネ
循
環
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
自
社
の
ブ
ラ
ン

ド
豚
を
地
元
農
家
が
生
産
し
た

飼
料
用
米
で
育
て
、
時
に
肥
育

過
程
で
生
じ
る
豚
糞
や
、
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
で
生
じ
る
メ
タ
ン

発
酵
消
化
液
を
、
堆
肥
や
液
体

肥
料
と
し
て
資
源
を
余
す
こ
と

な
く
有
効
活
用
し
、
再
び
地
元

農
家
還
元
す
る
循
環
型
農
業
の

取
組
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
木
社
長
は
「
今
後
も
賞

に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
農
業
に
関
す
る
取
り
組

み
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
。

畜
産
業
を
核
と
し
て
様
々
な
循

環
の
輪
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

旭日単光章受章

環境大臣表彰受賞

白幡正弘さん（茶屋町）

㈱大商金山牧場

みなさんおめでとうございます

11 2023.8月　広報しょうない


